
府

令
・
省

令

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報
３

登
録
一
時
保
護
委
託
者
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
（
幼
稚
園
を
除
く
。）に
在
籍
し
て
い
る
児
童
が
適
切
な
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
当
該
児
童
の
希
望
を
尊
重
し
つ
つ
、
そ
の

置
か
れ
て
い
る
環
境
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
、
通
学
の
支
援
そ
の
他
の
教
育
に
必
要
な
支
援
に
関
し
て
、
児
童
相
談
所
と
協
力
を
し
て
行
う
よ
う
努
め
る
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

登
録
一
時
保
護
委
託
者
は
、
児
童
の
家
庭
の
状
況
に
応
じ
、
親
子
関
係
の
再
構
築
等
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
等
に
関
し
て
、
児
童
相
談
所
と
協
力
を
し
て
行
う
よ
う
努
め
る
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

登
録
一
時
保
護
委
託
者
は
、
児
童
が
適
切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
一
時
保
護
の
解
除
後
も
当
該
解
除
を
行
っ
た
児
童
相
談
所
に
必
要
な
協
力
を
す
る
よ
う
努
め
る
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
一
時
保
護
委
託
者
内
部
の
規
程
）

第
二
十
一
条

登
録
一
時
保
護
委
託
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
必
要
な
事
項
に
つ
き
規
程
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

入
所
す
る
児
童
の
支
援
に
関
す
る
事
項

二

そ
の
他
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
の
重
要
事
項

（
登
録
一
時
保
護
委
託
者
に
お
け
る
記
録
）

第
二
十
二
条

登
録
一
時
保
護
委
託
者
は
、
入
所
す
る
児
童
の
処
遇
の
状
況
に
つ
い
て
、
児
童
相
談
所
か
ら
求
め
ら
れ
た
場
合
に
、
そ
の
情
報
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
記
録
す
る
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
秘
密
保
持
等
）

第
二
十
三
条

登
録
一
時
保
護
委
託
者
の
職
員
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
そ
の
業
務
上
知
り
得
た
児
童
又
は
そ
の
家
族
の
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

登
録
一
時
保
護
委
託
者
は
、
登
録
一
時
保
護
委
託
者
の
職
員
で
あ
っ
た
者
が
、
正
当
な
理
由
な
く
、
そ
の
業
務
上
知
り
得
た
児
童
又
は
そ
の
家
族
の
秘
密
を
漏
ら
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
苦
情
へ
の
対
応
）

第
二
十
四
条

都
道
府
県
知
事
は
、
登
録
一
時
保
護
委
託
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童
又
は
そ
の
保
護
者
等
か
ら
の
苦
情
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
苦
情
を
受
け
付
け
る
た
め
の
窓
口
を
設
置
す
る
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
必
要
な
措
置
と
し
て
、
苦
情
の
公
正
な
解
決
を
図
る
た
め
に
、
苦
情
の
解
決
に
当
た
っ
て
当
該
登
録
一
時
保
護
委
託
者
の
職
員
以
外
の
者
を
関
与
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
磁
的
記
録
）

第
二
十
五
条

登
録
一
時
保
護
委
託
者
の
職
員
は
、
記
録
、
作
成
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
府
令
の
規
定
に
お
い
て
書
面
（
書
面
、
書
類
、
文
書
、
謄
本
、
抄
本
、
正
本
、
副
本
、
複
本
そ
の
他
文
字
、
図
形
等
人
の
知
覚

に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
が
記
載
さ
れ
た
紙
そ
の
他
の
有
体
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁

的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
大
都
市
等
の
特
例
）

第
二
十
六
条

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。）に
あ
っ
て
は
、
第
一
条
第
一
項
及
び
第
二
条
中
「
都
道
府
県
」
と
あ
る

の
は
「
指
定
都
市
」
と
、
第
十
条
、
第
十
一
条
第
二
号
及
び
第
三
号
、
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
二
十
四
条
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市
の
市
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
五
十
九
条
の
四
第
一
項
の
児
童
相
談
所
設
置
市
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
児
童
相
談
所
設
置
市
」
と
い
う
。）に
あ
っ
て
は
、
第
一
条
第
一
項
及
び
第
二
条
中
「
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
相
談
所
設
置
市
」
と
、
第
十
条
、

第
十
一
条
第
二
号
及
び
第
三
号
、
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
二
十
四
条
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
相
談
所
設
置
市
の
市
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内

閣

府
、
総

務

省
、
法

務

省
、

文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、
環

境

省

令
第
一
号

保
険
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
三
十
八
号
）
附
則
第
四
条
の
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
三
百
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
八
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
認
可

特
定
保
険
業
者
等
に
関
す
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

総
務
大
臣

林

芳
正

法
務
大
臣

平
口

洋

文
部
科
学
大
臣

松
本

洋
平

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

環
境
大
臣

石
原

宏
高


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